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にして見つかった活動銀河中心核の位置で X 線のデータを足し合わせることで、統計的に X 線を
検出することにも成功しており、確かに活動銀河中心核を発見できていることが示唆される。一
方でその X 線スペクトルは高エネルギー帯域での放射が強い硬いスペクトルを示し、通常の中心
核が隠されていない活動銀河中心核の X 線スペクトルとは異なることを見つけ、その起源につい
ても議論している。また変光の統計的なふるまいから活動銀河中心核の母銀河が円盤銀河のよう
な星形成を行っている銀河であるという推定も得ている。 
 
これらの結果は、光度変動の情報を用いた手法が、低光度の活動銀河中心核の探査において有効
であり、それらの活動銀河中心核は、これまでの様々な探査で見つかった活動銀河中心核と異な
る性質を示すことを示唆している。すばる望遠鏡 HSC を用いた探査に引き続き、近い将来には
LSST により広視野、高頻度、高感度の探査が始まることが予定されており、それに向けても変光
による活動銀河中心核の探査の科学的重要性を示すものとなっている。博士論文の内容は査読論
文としてすでに投稿しレフェリーからは高く評価するコメントを受け取っており、軽微な修正で
受理されると考えられる。これらのことは研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有
することを示している。したがって，木村勇貴氏提出の博士論文は，博士（理学）の学位論
文として合格と認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
